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人
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表
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山
本

や
ま
も
と 

真
白

ま

し

ろ 
 

 
 

（
１
７
） 

高
校
２
年
生
。
車
椅
子 

藤
原

ふ
じ
わ
ら 

晴
喜

は

る

き 
 

 
 

（
１
７
） 

高
校
２
年
生
。
不
良 

 

幸
田

こ

う

だ 

利
光

と
し
み
ち 

 
 

 

（
４
４
） 

高
校
教
諭
。
科
学
部
顧
問 
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１
． 

学
校
・
外
観
（
夕
） 一

般
的
な
市
立
高
校
。 

夕
暮
れ
の
始
ま
っ
た
空
に
飛
行
機
雲
が
棚
引
い
て
い
る
。 

 

２
． 
学
校
・
化
学
準
備
室
・
室
内
（
夕
） 

化
学
準
備
室
。
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
や
薬
剤
、
様
々
な
器
具
が

保
管
さ
れ
て
い
る
。 

車
椅
子
の
山
本
真
白
（
１
７

）
、

顧
問
・
幸
田
利
光
（
４
４
）

に
説
明
中
。
手
に
あ
る
レ
ジ
ュ
メ
に
は
「
日
本
学
生
科
学
賞
」

の
文
字
。 

真
白 

「
こ
れ
で
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ａ
狙
い
た
い
ん
で
す
。
先
生
が
見
た
こ
と
な
い
ぐ

ら
い
打
ち
上
げ
ま
す
！
」 

幸
田 

「
い
や
、
許
可
で
き
な
い
な
。
何
か
あ
っ
た
時
と
か
。
山
本
、
す
ぐ

逃
げ
れ
な
い
で
し
ょ
」 

幸
田
、
真
白
の
足
を
見
る
。 

真
白
、
手
に
力
が
こ
も
る
。 

真
白 

「
大
丈
夫
で
す
！ 

友
達
と
一
緒
に
や
る
の
で
！
」 

幸
田 

「
そ
し
た
ら
そ
の
子
の
責
任
に
な
る
だ
ろ
。
実
験
っ
て
い
う
の
は
迷

惑
か
け
ち
ゃ
駄
目
な
ん
だ
よ
」 

幸
田
、
車
椅
子
を
強
引
に
押
し
始
め
る
。 

真
白 

「
え
っ
え
っ
ち
ょ
っ
と
！
」 

幸
田 

「
も
う
下
校
時
刻
過
ぎ
て
る
ぞ
。
昇
降
口
ま
で
送
っ
て
あ
げ
る
か
ら
、

大
人
し
く
し
な
さ
い
」 

真
白
、
不
満
そ
う
な
顔
を
す
る
が
抵
抗
し
な
い
。 

窓
の
カ
ー
テ
ン
が
強
く
ひ
る
が
え
る
。 

 

３
． 

学
校
・
化
学
準
備
室
・
ベ
ラ
ン
ダ
（
夕
） 

藤
原
晴
喜
（
１
７

）
、

寝
転
ん
で
い
る
。 

室
内
か
ら
飛
び
出
た
カ
ー
テ
ン
で
邪
魔
さ
れ
て
い
る
が
、
空

を
眺
め
て
い
る
。 

ゆ
ら
り
と
立
ち
上
が
り
、
室
内
へ
。 

薬
剤
の
棚
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
を
探
し
出
す
。 
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４
． 

学
校
・
昇
降
口
（
夕
） 

誰
も
お
ら
ず
静
か
。 

幸
田 

「
気
を
付
け
て
帰
れ
よ
」 

真
白 

「…
…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

幸
田
、
去
る
。 

真
白
、
車
輪
に
手
を
か
け
る
。 

晴
喜
の
声
「
真
白
さ
ぁ
」 

真
白
、
振
り
返
る
。 

晴
喜
、
エ
タ
ノ
ー
ル
の
瓶
を
振
る
。 

晴
喜 

「
未
来
の
科
学
者
様
に
献
上
品
っ
す
」 

真
白 

「
マ
ジ
？
」 

晴
喜 

「
さ
っ
き
の
聞
こ
え
て
た
。
す
げ
ー
飛
ぶ
ん
だ
ろ
？ 

俺
も
や
る
」 

真
白
、
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
。 

真
白 

「
や
っ
ち
ゃ
い
ま
す
か
」 

晴
喜 

「
明
日
の
昼
休
み
と
か
、
ど
う
よ
」 

真
白
、
親
指
を
立
て
る
。 

 

５
． 

学
校
・
中
庭
（
昼
） 昼

休
み
の
中
庭
。 

茂
み
か
ら
勢
い
よ
く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
び
出
す
。 

ロ
ケ
ッ
ト
は
３
階
廊
下
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
直
撃
。 

ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
音
。 

 

６
． 

学
校
・
中
庭
（
昼
） 駆

け
付
け
た
幸
田
、
茂
み
を
掻
き
わ
け
る
。 

簡
易
的
な
発
射
台
が
残
さ
れ
て
お
り
、
傍
に
エ
タ
ノ
ー
ル
の

瓶
が
落
ち
て
い
る
。 

あ
た
り
を
見
回
す
。
真
白
を
探
す
よ
う
に
。 

晴
喜
、
物
陰
で
爆
笑
中
。 

幸
田
、
晴
喜
の
笑
い
声
に
気
づ
き
、 

幸
田 

「
お
前
は
何
が
お
か
し
い
ん
だ
！
」 

と
、
突
進
。 

真
白
、
幸
田
の
前
に
飛
び
出
す
。 

幸
田
、
車
椅
子
の
車
輪
を
蹴
っ
て
し
ま
う
。 
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ぐ
ら
つ
く
車
椅
子
。 

真
白 

「
わ
っ
」 晴

喜
、
い
つ
の
間
に
か
近
づ
い
て
お
り
、
車
椅
子
を
掴
む
。 

晴
喜 

「
コ
ッ
ち
ゃ
ん
、
周
り
見
え
て
な
さ
す
ぎ
」 

幸
田
、
舌
打
ち
。 

幸
田 

「
山
本
、
お
前
や
っ
た
だ
ろ
」 

晴
喜
、
肯
定
し
よ
う
と
す
る
真
白
を
制
し
て
、 

晴
喜 
「
ち
げ
ー
よ
。
俺
だ
よ
」 

真
白 

「
は
？
」 

晴
喜 

「
昨
日
の
話
聞
こ
え
ち
ゃ
っ
て
よ
。
帰
り
道
に
コ
イ
ツ
捕
ま
え
て
、

無
理
矢
理
教
え
て
も
ら
っ
た
わ
け
」 

 
 
 
 
 
 

と
、
に
や
り
。 

幸
田
、
訝
し
気
。 

真
白 

「
何
で
そ
ん
な
こ
と
言
う
の
！
」 

晴
喜 

「
だ
か
ら
指
導
室
行
こ
う
よ
。
ね
、
コ
ッ
ち
ゃ
ー
ん
」 

晴
喜
、
幸
田
の
肩
を
組
み
歩
き
出
す
。 

そ
し
て
幸
田
の
耳
元
で
何
か
を
囁
く
。 

幸
田
、
目
を
見
開
く
。 

幸
田 

「
お
前…

…

」 

真
白 

「
待
っ
て
待
っ
て
。
先
生
、
違
う
ん
で
す
！
」 

幸
田 

「
山
本
は
明
日
話
聞
く
か
ら
」 

晴
喜
、
真
白
に
向
か
っ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
手
を
振
る
。 

真
白
、
眉
を
へ
の
字
に
曲
げ
る
。 

 

７
． 

学
校
・
指
導
室
（
昼
） 

幸
田
と
晴
喜
が
向
き
合
っ
て
座
っ
て
い
る
。 

幸
田
、
エ
タ
ノ
ー
ル
の
瓶
を
机
の
上
に
置
く
。 

幸
田 

「
藤
原
、
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
そ
ろ
そ
ろ
退
学
だ
ぞ
」 

晴
喜 

「
窃
盗
罪
で
？
」 

幸
田 

「
生
活
態
度
な
。
と
り
あ
え
ず
ホ
ン
ト
の
こ
と
言
え
？ 

犯
人
は
山

本
だ
ろ
？
」 

指
導
室
の
外
、
真
白
の
影
が
過
ぎ
る
。 

同
時
に
扉
の
前
で
車
輪
の
ブ
レ
ー
キ
音
。 

晴
喜
、
表
情
を
硬
く
す
る
。 
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幸
田 

「
お
い
。
聞
い
て
ん
の
か
」 

 

８
． 

学
校
・
指
導
室
前
・
廊
下
（
昼
） 

真
白
、
指
導
室
の
様
子
を
探
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

車
椅
子
が
邪
魔
で
扉
に
耳
を
当
て
れ
な
い
。 

仕
方
な
く
扉
を
薄
く
開
く
。 

幸
田
の
後
姿
ご
し
に
、
晴
喜
の
顔
。 

晴
喜
、
真
白
と
目
が
合
い
、
眉
を
吊
り
上
げ
る
。 

晴
喜 

「
俺
が
や
っ
た
ん
だ
っ
て
」 

幸
田 

「
お
前
に
あ
ん
な
ロ
ケ
ッ
ト
作
れ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
」 

晴
喜 

「
真
白
が
作
っ
た
や
つ
貰
っ
た
ん
だ
よ
。
障
が
い
者
に
は
い
ら
ね
ぇ

だ
ろ
っ
て
。
あ
ん
な
ん
で
実
験
と
か
無
理
だ
も
ん
」 

真
白
、
苦
し
そ
う
に
胸
を
押
さ
え
る
。 

幸
田 

「
お
い
。
言
っ
て
い
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
！
」 

幸
田
、
机
を
叩
く
。 

真
白
、
扉
を
ノ
ッ
ク
。 

 

９
． 

学
校
・
指
導
室
（
昼
） 

晴
喜
と
真
白
が
並
ん
で
座
っ
て
い
る
。 

真
白 

「
犯
人
は
私
で
す
。
車
椅
子
な
の
に
強
行
突
破
し
て
す
み
ま
せ
ん
」 

晴
喜
、
ふ
て
く
さ
れ
た
よ
う
に
、 

晴
喜 

「
科
学
者
っ
て
内
申
必
要
な
い
わ
け
？
」 

真
白 

「
口
挟
ま
な
い
で
。
無
理
だ
と
か
思
っ
て
る
く
せ
に
」 

幸
田 

「
こ
こ
で
喧
嘩
す
ん
な
。
山
本
が
犯
人
。
で
も
盗
ん
だ
の
は
藤
原
。

こ
れ
で
間
違
い
な
い
な
？
」 

晴
喜
と
真
白
、
頷
く
。 

幸
田
、
長
い
た
め
息
。 

幸
田 

「
実
験
っ
て
い
う
の
は
な
。
迷
惑
か
け
る
と
結
果
出
し
て
も
印
象
が

悪
く
な
る
ん
だ
よ
」 

晴
喜 

「
俺
が
テ
ス
ト
で
満
点
と
っ
て
も
い
い
顔
さ
れ
な
い
の
と
一
緒
だ
」 

真
白 

「
ち
ょ
っ
と
黙
れ
る
？
」 

幸
田
、
苦
笑
い
。 

幸
田 

「
藤
原
、
そ
う
い
う
の
は
満
点
取
っ
て
か
ら
言
え
。
で
、
だ
。
俺
だ

っ
て
実
験
さ
せ
て
や
り
た
い
か
ら
言
い
訳
を
探
し
て
た
ん
だ
よ
」 
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真
白 

「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」 

幸
田 

「
不
確
か
な
こ
と
で
希
望
持
た
せ
る
の
は
違
う
だ
ろ
」 

晴
喜 

「
で
も
俺
が
や
ら
か
し
た
っ
て
こ
と
に
す
れ
ば
さ
」 

幸
田
、
視
線
を
逸
ら
し
て
、 

幸
田 

「
失
敗
例
を
あ
げ
て
、
安
全
な
実
験
を
山
本
に
実
践
し
て
も
ら
う
方

法
も
あ
る
な
」 

真
白
、
晴
喜
を
見
る
。 

晴
喜
、
か
っ
こ
つ
け
て
、 

晴
喜 

「
ち
ょ
、
見
ん
な
よ
」 

真
白
、
晴
喜
を
殴
る
。 

幸
田 

「
だ
か
ら
喧
嘩
す
ん
な
っ
て
。
藤
原
が
言
い
出
し
た
ん
だ
こ
と
だ
ぞ
」 

晴
喜 

「
ん
だ
よ
。
バ
ラ
す
な
よ
。
台
無
し
じ
ゃ
ん
な
あ
？
」 

晴
喜
、
真
白
に
笑
い
か
け
る
。 

真
白
、
う
つ
む
き
加
減
で
、 

真
白 

「
ふ
た
り
と
も
足
が
悪
い
か
ら
っ
て
言
う
く
せ
に
」 

晴
喜
と
幸
田
、
し
ば
し
沈
黙
。 

目
配
せ
し
合
い
、
呆
れ
た
よ
う
に
、 

晴
喜 

「
手
伝
い
は
必
要
だ
ろ
」 

幸
田 

「
環
境
も
整
え
な
き
ゃ
だ
し
な
」 

真
白
、
小
声
で
、 

真
白 

「
そ
ん
な
に
現
実
突
き
つ
け
な
い
で
よ
」 

晴
喜
、
吹
き
出
す
。 

晴
喜 

「
ち
ゃ
ん
と
言
わ
ね
ぇ
と
お
前
止
ま
ら
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
。
犬
で
も
待
て

る
っ
つ
ー
の
」 

真
白
、
晴
喜
を
殴
る
。 

幸
田
、
仕
方
な
い
な
と
い
う
よ
う
な
表
情
。 

幸
田 

「
次
は
ガ
ラ
ス
の
な
い
場
所
だ
な
」 

 

１
０
． 

学
校
・
屋
上
（
昼
） 空

高
く
飛
ん
で
い
く
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
。 

放
射
線
を
描
い
て
屋
上
に
落
ち
る
。 

晴
喜
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
拾
う
。 

向
か
う
先
は
机
の
上
に
設
置
し
た
発
射
台
。 

真
白
、
ロ
ケ
ッ
ト
を
受
け
取
り
、
装
填
。 
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点
火
。 

ふ
た
り
は
空
を
仰
ぐ
。 

ロ
ケ
ッ
ト
は
飛
行
機
雲
の
軌
跡
を
な
ぞ
る
よ
う
に
飛
ぶ
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

お
わ
り 


